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第３章 計画の基本的な考え方 

 

１．基本理念 

 市民アンケート調査では、「運動やスポーツをする理由」や「始めたいと思う理由」として、

「健康・体力づくりのため」と回答した人の割合が６割を超えており、市民の健康づくりへ

の関心の高さがうかがえます。 

 また、スポーツには、健康増進のほか、共生社会の実現や地域の活性化など、活力ある社

会づくりを進める力があります。本市でも少子高齢化が進む中、世代や障がいの有無を問わ

ず、全ての人が生涯を通して自分自身に合った様々なスタイルで運動やスポーツを楽しみ、

心と体の健康を実感するとともに、スポーツを通して地域コミュニティの活性化を推進し、

笑顔と活気に溢れるまちづくりにつなげる必要があります。 

 本計画では、計画期間である７年間（令和３年度～令和９年度）の目指すべき姿を、前計

画期間での考え方を踏襲しつつ、国が定めた「スポーツ基本計画」や、愛媛県が定めた「愛媛

県スポーツ推進計画」の内容を踏まえ、以下のとおり定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

全ての市民が、スポーツを「する」「みる」「ささえる」を通して 

心身の健康を実感し、笑顔と活力で地域を彩る 

『坂の上の雲』のまち松山の実現 
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スポーツを「する」「みる」「ささえる」のいずれかを通して

スポーツのある生活を楽しむ人の割合
７５％

以上

松山市はスポーツが盛んなまちだと思う人の割合 ５０％
以上

週１回以上、運動やスポーツを行う人の割合 ６０％
以上

２．基本目標 

 本計画では、基本理念の具現化に向け、以下の基本目標を設定した上で各種施策を展開し

ます。 

 

 （１）基本目標１ 

 

 

 

   全ての人が、運動やスポーツを自分自身に合った様々なスタイルで楽しめるよう、過

去６ヵ月以内に、１回以上、運動やスポーツを実施したり、観戦したり、スポーツ大会

や行事などの手伝いを行った人の割合を目標として設定します。 

 

 （２）基本目標２ 

 

 

 

   令和２年２月に実施した市民アンケート調査では、週１回以上、運動やスポーツを行

う人の割合は３５％であり、前計画での目標の達成には至りませんでした。 

   このため、前計画での目標を継続することとし、運動・スポーツの実施率向上に引き

続き取り組みます。 

 

 （３）基本目標３ 

 

 

 

   令和２年２月に実施した市民アンケート調査では、松山市はスポーツが盛んなまちだ

と思う人の割合は４５.６％であり、思わない人の割合５０.８％を下回っています。 

   本市でも少子高齢化が進む中、スポーツは健康増進のほか地域活性化のツールとして

も大きな効果が期待されるため、各種取組を通してスポーツが盛んなまち「スポーティ

ングシティまつやま」を推進します。 
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全ての市民が、スポーツを「する」「みる」「ささえる」を通して

心身の健康を実感し、笑顔と活力で地域を彩る

『坂の上の雲』のまち松山の実現

１．スポーツを「する」「みる」「ささえる」のいずれかを通して

スポーツのある生活を楽しむ人の割合：７５％以上

２．週１回以上、運動やスポーツを行う人の割合：６０％以上

３．松山市はスポーツが盛んなまちだと思う人の割合：５０％以上

基本施策１

ライフステージに応じたスポーツ活動の推進

基本施策２

スポーツに親しむ環境づくり

基本施策３

地域におけるスポーツ活動の推進

基本施策４

地元プロスポーツの活性化

基本施策５

スポーツコンベンション・国際スポーツ交流の推進

基本施策６

スポーツに関する情報の発信

基

本

理

念

基

本

目

標

基

本

施

策

３．施策体系のイメージ図 

 本計画の推進にあたり、以下の施策体系に基づき、各種取組を進めていきます。 

 

 


